
講 義 項 目

本 セ ミ ナ ー
の ポ イ ン ト

①ビジネスにおいて最低限必須となる契約の法律知識と実務を、わかりやすく解説します。
②「トラブルを未然に防ぐための契約書の作成方法」と、「万が一の際の対処法」を、実践的に解説します。

日　時 平成30年 11月15日（木）10：00～16：00
）間日1（間時5計                  

NHK名古屋放送センタービル内教室会　場

米澤法律事務所
代表弁護士

講　師 米 澤  孝 充  氏

●総務・経理・経営企画 部門の方
●営業・営業事務 部門の方

対　象

（２）代理人と契約する場合
・注意点
・「代理」と「代行」の違い

（３）未成年者と契約する場合
（４）高齢者・障害者と契約する場合

）度制見後年成（ 　　
（５）消費者と契約する場合

４. トラブル発生を考慮した
　 　　　　　   特殊な契約方法
（１）公正証書
・普通の紙に契約書を書く場合との違い
・どこで、どのような手続を行なうのか
・費用はどのくらいかかるのか

（２）即決和解
・即決和解とは？
・普通の紙に契約書を書く場合との違い
・利用する場面
・利用するための条件
・費用はどのくらいかかるのか

5. 契約書の基本類型とポイント
（１）商品売買契約書
（２）継続的取引基本契約書
（３）不動産売買契約書
（４）土地賃貸借契約書
（５）建物賃貸借契約書
（６）金銭消費貸借契約書
（７）交通事故の示談書
（８）業務委託契約書

Ⅲ 契約後のトラブルとその対処法
１.契約締結段階でのトラブルへの対処法
（1）相手方の当事者能力の問題
（2）無償代理
（3）錯誤による無効
（4）詐欺による取消
（5）契約締結上の過失

2. 契約締結後のトラブルへの対処法
（１）強制履行
（２）契約解除
（３）損害賠償請求
（4）手付と損害賠償請求
（５）違約金の約定
（６）契約の無効・取消・解除の違い
（７）売掛金の回収方法
（８）内容証明郵便とは

3. 紛争処理の方法
（１）紛争解決の方法～メリットとデメリットを中心に～
①民事訴訟
②民事調停
③支払督促
④ＡＤＲ（紛争外手続き）について

（２）強制執行手続きについて

4. 弁護士活用の実務ポイント
（１）紛争予防の必要性と顧問弁護士の委嘱
（２）弁護士費用の概算
①顧問料、法律相談料、書面による鑑定料
②着手金、報酬金、手数料、日当

（３）弁護士の選択と相談・依頼の心得
・弁護士に相談に行く際、準備すべきこと

《講師派遣による「社内研修」も承っております。お気軽にお問い合せ下さい。》

Ⅰ 契約と契約書に関する予備知識
1. 契約とは
2. 契約の種類
（１）民法上の契約類型
（２）特殊な契約類型

３. 契約と契約書
・口頭でも契約は成立するか？
・契約書を作成する意味は何か？

　

Ⅱ 契約書作成に関する法律知識

1. 契約書の基本知識
・契約はいつ成立するのか？
・契約自由の原則とは？
・契約自由の原則の変容

2. 契約書作成の要点
　～契約書には何を記載するのか
（1）表題
（２）署名と印鑑
（３）印紙
（４）契約書の一般的記載事項

3. 契約相手方の問題点
（1）法人と契約する場合
・登記簿謄本の中で注意すべき記載事項
・署名と押印の方法
・代表者でない人との契約の効力　
　　　　　　　　　　　　　　　　他

実務セミナー　総務・法務シリーズ

契約に関する法律実務と 
トラブル防止・対処のポイント

複数名申込
割引あり

1名につき

※詳細は、裏面をご覧ください。
2,160￥

主催：

ビジネスに必須！契約の法律知識を1日で学ぶ



★複数名申込割引に該当する場合はチェックして下さい

  ：一般社団法人 日本経営協会 中部本部 企画研修グループ　（担当 /大脇・里見）
     〒461－ 0005 名古屋市東区東桜1－13－3 NHK名古屋放送センタービル10F 　TEL（052）957－4172（ダイヤルイン）

                                                                                       259）250（ XAF                 －7418

お問合せ 
　　　　

先お申込み

日本経営協会・中部ホームページ http://www.noma.or.jp/chubu/     
　※お電話の問い合せ（駐車場含む）は、平日の９：15～17：15にお願いします。

申込方法 ：

日　　時 ：平成 30 年 11 月15 日（木）10：00 ～ 16：00                                                                      
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   計 5時間（1日間）

会　　場 ：  NHK名古屋放送センタービル内教室
　　　　　   名古屋市東区東桜１- １３- ３NHK名古屋放送センタービル 
 　　　 ※右図参照

※参加料には、テキスト・資料代が含まれています

下記の参加申込書に必要事項をご記入の上、FAX等で下記へお申込み下さい。
折り返し、参加券と振込口座を記載した請求書をご派遣責任者までお送り致します。
● 参加料（負担金）は、銀行振込にて開催3営業日前までにお納めください。（経理処理の都合で遅れる場合は、事前にご連絡下さい。）
● 開催3日前までに参加券が届かない場合は、恐れ入りますがお電話にてご確認ください。
● 参加のお取り消しにつきましては、必ずご連絡ください。参加者のご都合が悪くなった場合は、代理の方にご出席いただきますよう
　お願い致します。
● 領収書は「振込金受領書」をもってかえさせていただきますのでご了承ください。

★複数名申込割引について
同一企業 (団体 ) から同じ講座 (コース ) に２名様以上でご参加
の場合は、１名様につき、2,160円割引いたします。
下記申込欄にご記入ください。

参 加 料 ：
（1名につき）

参 加 料 消 費 税 等 合 計

本会会員 30,000円 2,400円 32,400円

一  般 35,000円 2,800円 37,800円

        　　　　　　  開催日の3営業日前からは受講料の30％、開催当日は100％をキャンセル料として申し受けます。
        　　　　　　    なお、当日まで連絡なくご欠席の場合も、100％のキャンセル料となりますので、予めご了承ください。キャンセルについて

こちらの面をそのまま FAXして下さい。

「契約に関する法律実務とトラブル防止・対処のポイント」参加申込書 平成　　　年      月        日

　ビジネス取引は、契約によって開始され、完了される法的行為です。
実効性のある契約書を作成するためには、取引の知識だけではなく、契
約に関する法律を理解した上で、取引の実上に合わせた「明確かつ有
効な契約書」を作成しなければなりません。
　契約書の不備、不注意によって思わぬトラブルに発展し、組織に重
大な損害を与えないためにも、契約に関する法律の知識は責任者・担当
者ともに必須です。
　本セミナーでは、トラブルを未然に防止する契約書の作成実務から、
万が一おこってしまった後の対処法まで、実際の例に則してわかりや
すく解説します。

ご参加のおすすめ 講師紹介

昭和43年　愛知県生まれ
平成　7年　京都大学法学部卒業　司法研修所（第49期）
平成　9年　弁護士登録（愛知県弁護士会）

現在、企業法務を中心に活躍中

米 澤  孝 充  氏米澤法律事務所
代表弁護士

60011479
H30.11.15


